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１）ヒトの汗中に含まれる真のアトピー性皮膚炎の原因抗原の探索とその対策
大量の汗を材料にアトピー性皮膚炎の原因抗原を精製し、その物理化学的特性の解析を行った。目的の主要抗原は、アトピー性皮膚炎患者のIgEを介してマスト細胞、あるいは好塩基球を脱顆粒
刺激する能力を有する蛋白質であることが証明された。これらの結果に基づいて、診断薬、予防用品、治療薬などの分野での産業応用について研究開発中である。
２）アレルゲンが存在しても皮膚炎を発症しないアレルギー予防食品の開発
アトピー性皮膚炎モデルマウス（NCマウス）を用いて、微粉末コンニャクグルコマンナン（以下KGM）の抗アレルギー活性を検討した結果、発症前からKGMを投与することにより、皮膚炎の出現及び
血中IgE濃度の上昇が著しく抑制されることを確認した。また可溶化KGMおよび他の多糖類に同様の抗アレルギー活性を示すものがあることを見い出し、これらを基にするアレルギー予防食品の可
能性を拡大することができた。
３）抗アレルギー作用を利用した育毛剤の開発
フクマンギ（ムラサキ科チシャノキ属植物：Ehretia microphylla）の成分ミクロフィロン（MP) の育毛・発毛活性評価を行ない、MPが毛周期の調節に影響を与えることを確認した。MPの作用機作を解
明し育毛・発毛剤への展開を検討中。
４）細胞機能評価用表面プラズモン共鳴(SPR)バイオセンサーの開発
SPRを利用すると生きた細胞の活動をリアルタイム・無侵襲的に検出できることを見い出している。この原理を用いると、従来の方法では検出し得なかった細胞の応答をも検出できることを明らかに
した。アレルギー検査装置などの臨床応用に向けた研究開発を実施中である。
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汗抗原を用いたアトピー性皮膚炎診断法の開発・アトピー性皮膚炎予防用医療用具の開発
アトピー性皮膚炎治療用減感作療法の開発・アトピー性皮膚炎予防用食品の開発・細胞機能解析用SPRバイオセンサーの開発

Diagnostic　methods　for Atopic Dermatitis(AD)・Health preservative devices against AD・Immunotherapy (desensitization) for AD
Functional foods for prevention of AD・SPR biosensor for analysis of cellular function
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（　）内は連携実績
１）ヒトの汗中に含まれる真のアトピー性皮膚炎の原因抗原の探索とその対策
アレルギー診断薬・診断装置開発：（塩野義製薬株式会社）、アトピー性皮膚炎予防用品：入浴剤（株式会社ツムラ等）、機能性化粧品（化粧品会社A）、抗アトピー衣類（大和紡績株式会社）
２）アレルゲンが存在しても皮膚炎を発症しないアレルギー予防食品の開発
 アレルギー予防食品製造販売：コンニャク（西川ゴム工業株式会社、清水化学株式会社）、フコイダン（株式会社タングルウッド、湧永製薬株式会社）
３）抗アレルギー作用を利用した育毛剤の開発
 ミクロフィロンの製剤化（未定）
４）細胞機能評価用表面プラズモン共鳴(SPR)バイオセンサーの開発
 センサー化・装置化：アレルギー検査装置（トヨーエイテック株式会社、湧永製薬株式会社）

学校・企業名 広島大学大学院医歯薬学総合研究科

細胞活性の評価方法（特願2000-270756号）・アトピー性皮膚炎誘引蛋白質（特願2002-105425号）アトピー性皮膚炎誘引物質（特願2003-194642号）・アトピー性皮膚炎を軽減
または予防する物品(特願2003-317546)アレルギー体質改善剤(特願2003-381557)
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健康で美しい皮膚のための抗アレルギー・育毛技術の開発
The Development of Skin-care technologies for allergy and Hairloss

皮膚のヘルスケアテクノロジーの開発：アトピー疾患の真の原因を解明し、予防・治療の対策を立てると共にその成果を
育毛技術にも応用。

アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、喘息に代表されるアレル
ギー疾患は、年々増加しつつあり、国民の約3割は何らかのアレ
ルギー疾患に悩まされていると言われる。また脱毛・薄毛は古
来より人類の大きな悩みの一つであり、有効な治療法を望む人
の数は多い。本プロジェクトは、皮膚のヘルスケアテクノロジー
の開発を通して「健康で美しい皮膚を提供する」ことを目指す。
具体的には、混乱するアトピー疾患における真の原因を知り、ア
レルギー発症因子の存在下でも健康に暮らすための治療・発症
予防の対策を立て、アレルギー治療を育毛技術に応用すること
を目的とするものである。
特に、①アトピー性皮膚炎の真の原因としての汗抗原解析、②
食物繊維などの多糖類成分を利用した抗アレルギー食品の開
発、③抗アレルギー性植物成分を利用した発毛・育毛技術の開
発、④細胞機能評価用表面プラズモン共鳴(SPR)バイオセン
サーの開発、などの研究が進行中である。
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健康で美しい皮膚のための抗アレルギー・育毛技術の開発
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健康で美しい皮膚のための抗アレルギー・育毛技術の開発

アレルギーと
育毛対策

真の原因としての
汗抗原解析（汗）

悪化因子（汗、ダニ、
花粉、食物、etc.)
に対する耐性誘導
物質（KGM)

アレルギー機序に
関連する育毛物
質の利用法(MP)

新しい細胞の機
能評価法(SPR)

臨床検査

食品

スキンケア外用品

アレルギー治療薬

皮膚のヘルスケアにおける
新規産業分野の開拓

有用性の高い
アレルギー検査
(汗、SPR)

アレルギーの発症、脱毛
の予防食品（ﾌﾟﾛﾊﾞｲｵﾃｨｸ
ｽ）(KGM、MP)

汗減感作薬、合成汗
抗原、ｽｰﾊﾟｰ
KGM(汗、KGM)

汗抗原吸収、非
抗原化剤、育毛
剤(汗、MP)

衣類

精製汗抗原による精製汗抗原による
末梢血好塩基球からのヒスタミン遊離末梢血好塩基球からのヒスタミン遊離

陽性率陽性率
((ヒスタミン遊離＞ヒスタミン遊離＞5%)5%)

健常人：健常人： 3 / 333 / 33（（ 9.19.1％）％）
ADAD患者：患者：40 / 5740 / 57（（70.270.2％）％）

特異性特異性 90.9 90.9 ％％
感受性感受性 70.2 70.2 ％％

* * * * PP＜＜0.0010.001（（tt--test )test )
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汗抗原のアトピー性皮膚炎に対する特異性と感受性

①　アトピー性皮膚炎の真の原因としての汗抗原解析

control mp静注 2mg/kg 軟膏 両耳塗布

Ⅰ型即時型アレルギー反応試験（PCA反応）

Microphyllone
フィリピンで民間薬として使用されているEhretia microphylla の葉部から

1980年に新規化合物として単離

対照 MP塗布群育毛効果
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③　抗アレルギー性植物成分を利用した
　　　発毛・育毛技術の開発

ヒスタミン遊離アッセイには
反応しない (Non-responder)

Non-responderでもSPRでは検出可能
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ハウスダスト

0.04% phenol
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現行の検査の欠点を越える新しい診断法（特に食物アレルギーに対し)

表面プラズモン共鳴バイオセンサー ヒスタミン遊離試験

表面プラズモン(SPR)現象の応用
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細胞
反応前 反応後 刺激前

細胞
刺激後

Y Y Y Y YYYY

θ

測定対象分子

（例：抗原）

センシング用
分子
（例：抗体）
（チップ上に固定）

表面プラズモン波

θ

細胞刺激剤 センシング用
生細胞
（チップ上に固定）

表面プラズモン波

反射光
レーザー光 反射光

金膜

生きた細胞の機能の検出・解析物質の検出・測定

刺激に対する
細胞の応答を
測定

レーザー光

ガラス基板

プリズム

分子どうし
の結合を
測定

④　細胞機能評価用表面プラズモン共鳴(SPR)
　　　バイオセンサーの開発

②　食物繊維などの多糖類成分を利用した
　　　抗アレルギー食品の開発

KGM投与 コントロール

コンニャクグルコマンナンの抗アレルギー効果

アトピー性皮膚炎モデルマウス (NC/Nga)


